
総務課　
　総務係　財政係
総合政策課　
　地域振興係　広報広聴係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林振興課
　農政係　林政係
観光商工課
　観光係　商工係
環境整備課
　地域整備係
　生活環境係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

 
今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
募
　
集

　

町
で
は
、
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に
無
利
子
で
奨
学
資
金
を
貸
与

し
ま
す
。

●
対
象
及
び
条
件

　

平
成
30
年
度
に
高
等
学
校
・
短
期

大
学
・
大
学
又
は
専
門
学
校
な
ど
に

進
学
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
品
行
が
正

し
く
、
学
術
に
優
れ
、
身
体
強
健
で
あ

る
こ
と
。

●
奨
学
資
金
付
与
の
条
件

　

只
見
町
出
身
の
方
で
、貸
与
を
希
望

さ
れ
る
方
の
本
籍
又
は
住
所
が
只
見

町
に
引
き
続
き
６
ヶ
月
以
上
有
す
る

こ
と
。

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

●
利
用
可
能
額（
貸
与
額
）

　
高
等
学
校
／
月
額
１
万
２
千
円
以
内

　

私
立
大
学
／
月
額
４
万
円
以
内

　

国
公
立
大
学
／
月
額
３
万
円
以
内

　

短
期
大
学
／
月
額
３
万
円
以
内

　
専
門
学
校
等（
修
業
年
限
２
年
以
上
）

／
月
額
３
万
円
以
内

※

支
度
金（
４
年
制
大
学
に
限
る
）

　

大
学
入
学
時
／
30
万
円
以
内

●
奨
学
資
金
の
返
還

　

利
用
さ
れ
た
奨
学
資
金
は
、卒
業
又

は
退
学
、奨
学
金
辞
退
な
ど
の
月
よ
り

６
ヶ
月
の
返
還
準
備
期
間
を
お
き
、７

ヶ
月
目
か
ら
８
年
以
内
に
月
賦
で
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

募
集
要
項
は
教
育
委
員
会
、朝
日
・

明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
、
只
見
中
学
校
、

只
見
高
校
、南
会
津
高
校
、町
内
の
各

郵
便
局
、
東
邦
銀
行
只
見
支
店
、Ｊ
Ａ

会
津
よ
つ
ば
只
見
支
店
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。要
項
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、必
要
書
類
を
添
え
て
教
育
委
員
会

へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

●
募
集
期
限

　

平
成
30
年
２
月
16
日（
金
）ま
で

●
奨
学
生
の
採
用
決
定

　

審
査
決
定
後
、
本
人
に
通
知
し
ま

す
。通
知
は
３
月
中
旬
頃
の
予
定
で
す
。

●
問
合
せ
先

　

只
見
町
教
育
委
員
会

　

☎
０
２
４
１（
82
）５
３
２
０

　

町
で
は
、
次
の
職
種
を
目
指
す
方
で

将
来
町
の
施
設
で
業
務
に
従
事
し
よ

う
と
す
る
方
に
対
し
奨
学
資
金
を
貸

与
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
職
種

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
放
射

線
技
師
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士

●
対
象
と
な
る
条
件

　

法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
前
項
の

職
種
の
養
成
施
設
に
在
学
ま
た
は
在

所
し
、
国
ま
た
は
他
の
団
体
か
ら
同
種

類
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い

方
。

●
貸
与
額　

月
額
10
万
円
以
内

●
奨
学
金
の
返
還
及
び
免
除
規
定

奨
学
資
金
貸
与
条
例
に
よ
り

・
原
則
と
し
て
10
年
以
内
に
返
還
。

・
た
だ
し
、
一
定
の
期
間
内
に
資
格
を

取
得
し
、
資
格
取
得
後
直
ち
に（
保
健

師
、助
産
師
、看
護
師
は
５
年
以
内
に
）

町
の
機
関
に
就
職
し
、
そ
の
後
引
き
続

き
10
年
以
上
当
該
業
務
に
従
事
し
た

と
き
は
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
（
町
の

機
関
に
就
職
す
る
ま
で
の
間
に
返
還

し
た
分
は
免
除
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
）。

●
申
込
手
続

　

奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
に
住
民
票

抄
本
、履
歴
書
、健
康
診
断
書
な
ど
を

添
え
て
、保
健
福
祉
課
保
健
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
な
ど
は
只
見
高
校
・
南
会

津
高
校
に
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、問

い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
方
に
直
接
送
付
し

ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。な
お
、
進
学
予
定
の
方
も
受

け
付
け
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

平
成
30
年
２
月
16
日（
金
）ま
で

平
成
30
年
度

只
見
町
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

保
健
師
な
ど
を
目
指
す

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
よ
り

戊
辰
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
募
集

●
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課 

保
健
係

　

☎
０
２
４
１（
84
）７
０
０
５

　　

次
の
と
お
り
「
知
ら
れ
ざ
る
南
会
津

戊
辰
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
申
込
期
間
を
１
月
19
日（
金
）ま
で
延

長
し
ま
す
。ま
た
当
日
参
加
も
可
能
で

す
。）

●
日
　
時　

１
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

●
会
　
場　

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　
（
入
場
無
料
・

定
員
１
５
０
名
）

　

講
演
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
申
込
・
問
合
せ
先

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局

　

企
画
商
工
部

　

☎
０
２
４
１（
62
）５
２
０
７

1
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税（
４
期
）

●
固
定
資
産
税（
４
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
１
月
分
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料（
６
期
）



 １日 教育委員辞令交付式、雪まつり実行委員会、

  議案検討庁議

 ２日 南会津地方広域市町村圏組合議会全員協議会

  （南会津町）

 ５日 南会津方部水災害対策協議会（南会津町）、

  区長連絡協議会

 ６日 滝調整池堆砂対策協議会、一般質問検討庁議

 ７日 ユネスコエコパーク推進連絡調整会議、

  行政機構改革審議会諮問

 ８日 雪むすめ辞令交付式、

  ユネスコエコパーク推進協議会

 ９日 福島県市町村対抗軟式野球大会

  只見町選手団慰労会

 １０日 ふるさと只見会（東京）

 １１日 只見町議会１２月会議（～１５日）

 １２日 ティーエヌアイ工業㈱社長来庁

 １８日 阿賀川河川事務所長来庁

 １９日 南会津建設事務所長来庁

 ２０日 只見町議会全員協議会、臨時庁議

 ２１日 土地改良区理事会

 ２２日 （福）南会津会理事会（南会津町）、緊急教育講演会

 ２５日 南会津管内県出先機関年末挨拶、

  民生児童委員協議会

 ２７日 只見線復興推進会議検討会（福島市）、

  只見地区農家との意見交換会

 ２８日 仕事納めの式（あさひヶ丘、役場）

〈12月分〉

●申告書作成会場の開設
　・場　所　　田島税務署１階会議室
　・期　間　　２月１６日（金）～３月１５日（木）　※土・日・祝日は除く
　・時　間　　午前９時～午後５時
※期間前は会場を設置しておりませんので、期間中に利用ください。
※申告書の作成に１時間以上要する場合がありますので、午後４時前までのご来場にご協力ください。
●申告書の作成は国税庁ホームページが便利です！
　申告書作成会場は混雑し長時間お待ちいただく場合があります。国税庁ホームページ（http://www.nta.go.-
jp）の「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただければ、申告書をご自宅で作成し、郵送などで提出することが
できます。
●マイナンバーの記載と本人確認
　申告者ご本人や控除対象配偶者、扶養親族および事業専従者などのマイナンバーの記載が必要です。また、申告
者ご本人の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。控除対象配偶者、扶養親族および事業専従者など
の本人確認書類などの提示は不要です。（マイナンバーカードを利用して、ご自宅などのパソコンからe-Taxで送信す
る場合は、本人確認書類を別途送付する必要はありません。）
●税金の納付は振替納税が便利です！
　平成２９年分の納付期限は、申告所得税および復興特別所得税、贈与税が、３月１５日（木）、消費税及び地方消
費税（個人事業者）が、４月２日（月）です。振替納税をご利用の方は、申告所得税および復興特別所得税の振替日
が、４月２０日（金）、消費税および地方消費税（個人事業者）の振替日が、４月２５日（水）となっております。
（注）贈与税については、振替納税はできません。
●問合せ先　田島税務署（℡０２４１-６２-１２３０）※自動音声案内

田島税務署より
「平成29年分所得税等確定申告等」
　　　　　　　　　　  のお知らせ



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

★その他、別棟、図書室（旧支所）にもたくさん本を置いておりま
す。利用時間は午前９時から午後４時までです。（土日祝日は閉
館）ぜひご利用下さい。リクエストも随時受付しています。

人　口　４，３１５（－１０）
　男　　２，１１７（－　７）
　女　　２，１９８（－　３）
世帯数　１，８５９（－　７）
高齢化率　　　　４４．９５％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 8　　転出 2　　出生 1　　死亡 17

（11月２６日～１2月２５日届出分）敬称略

平成29年12月1日現在

▽
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も「
広
報
た
だ
み
」を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▽
昨
年
の
世
相
を
１
字
で
表
す「
今
年
の
漢

字
」は「
北
」と
い
う
こ
と
で
、北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
や
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
の
意

味
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

▽
昨
年
の
只
見
町
は
、「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
不
通
区

間
の
復
旧
決
定
」や「
国
道
２
８
９
号
八
十

里
越
の
開
通
目
標
２
０
２
３
年
度
」と
い
っ

た
明
る
い
話
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。そ
の

追
い
風
を
し
っ
か
り
と
活
か
す
と
い
う
意
味

を
込
め
て
、今
年
の
只
見
町
の
漢
字
は「
活
」

と
い
う
こ
と
で
、本
年
も
皆
さ
ま
が「
活
」躍

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
三
瓶
）

明和振興センター
図書室☎86-2111

生涯学習推進員
三瓶昌恵

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
鈴　木　良三郎 96歳 只　見
吉　田　善一郎 85歳 長　浜
酒　井　サ　ト 82歳 福　井
永　井　モトミ 95歳 大　倉
馬　場　英　弥 89歳 塩ノ岐
渡　部　チトセ 95歳 小　川
馬　場　條　二 82歳 塩ノ岐
⻆　田　　　清 63歳 小　林

■お誕生おめでとうございます
佐久間　葵　生  (男／貴之・綾乃）只見
鈴　木　悠　冬  (男／靖和・佐知）只見
馬　場　　彗　  (男／  匠 ・成美）大倉

あ お い

ゆ う と

すい

　この絵本にはたった1
つだけルールがあります。
それは「このボタンを押し
ちゃダメ」ということ。で
も、不思議なモンスター
が「おしたらどうなるんだ
ろう?」「おしちゃおうか?」

としつこく誘惑してくる。誘惑に負けてボタンを押すと、モンス
ターが黄色くなったり、水玉になったり、何匹にも増えたりと
大さわぎ! さあ、絵本をふったり、おなかをこすったりして、モ
ンスターをもとの姿にもどしてあげよう!

ビル・コッター/著
（サンクチュアリ出版）

★漫画　君たちはどう生きるか

★ぜったいにおしちゃダメ？

　勇気、いじめ、貧困、格差、教
養…昔も今も変わらない人生の
テーマに真摯に向き合う主人公
のコペル君と叔父さん。二人の
姿勢には、生き方の指針となる
言葉が数多く示されています。そ
んな時代を超えた名著が、原作
の良さをそのままに、マンガの形
で、今に蘇りました。初めて読む

人はもちろん、何度か読んだことのある人も、一度手にとって、
人生を見つめ直すきっかけにしてほしい一冊です。

吉野源三郎/著
（マガジンハウス）


